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（学年）第１学年、（教科・科目）看護科・基礎看護           一斉学習  

 

（単元） （３）日常生活の援助 キ 清潔と衣生活 

 

（本時のねらい） 

 ５年一貫過程の１年生である生徒たちは、学び始めた看護への興味・関心が高く、自己

の明確な進路実現のため、前向きに一生懸命努力することができている。２学期に入り学

校生活にも慣れてきている時期であるが、入学当初の気持ちを大切に、学びへの意欲を維

持・向上させることができるような関わり、指導が重要だと考える。 

 身体を清潔に保つことは、生理学的にも日常生活習慣においても欠かすことができない。

しかし、活動耐性の低下や麻痺などの障害、治療上の制約から、患者は自分自身で自由に

清潔を保つことができない場合がある。その際には患者の状態によって入浴や部分浴、清

拭などの方法を選択する判断基準を考え、病状の悪化を防ぐ必要がある。そこで、清潔援

助を行う基礎知識と基本的な技術を身に付け、ただ援助方法を理解するだけでなく、患者

の状態を踏まえた方法選択の視点や看護の必要性を考えさせたいと思い、本単元を設定し

た。 

 

（ICT 活用方法） 

 少しでも患者の状態をイメージしやすいよう視覚的な教材の充実を図り、挙手をして発

言することが難しい生徒も一人一台端末を使用することで意見交換や協同的な学習ができ

ることを期待し、活用する。 

 

（本時の展開） 

時間 学習活動 指導事項 ICT 活用方法 

導入 

５分 

・本時の学習内容に

ついて理解する。 

・本時の目標、学習内容に

ついて説明する。 

 

 

展開 

４０分 

・清潔援助の効果に

ついて理解する。 

 

 

 

 

・１事例の患者に対

し、適切な清潔援助

は何か考え、授業支

援クラウドアプリ

に記入する。 

 

・解剖学的な知識を交え

て、日常生活と関連させ

ながら少しでも生徒が

イメージできるよう根

拠を持って説明する。 

 

・まずはクラス全員で１

事例の患者の状態に応

じた清潔援助の方法選

択の視点を確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・まずはクラス全員で１

事例の患者の状態に応

じた清潔援助の方法選

択の視点を確認し、授業

支援クラウドアプリに

記入させる。 
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・１事例の患者に対

する適切な清潔援

助をグループで考

え授業支援クラウ

ドアプリにまとめ

る。 

 

・アンケートシステ

ムでクラスの入浴

の実態を把握する。 

 

 

 

 

・４人１組の５グループ

を作成し、患者の状態

に応じた最適な清潔援

助の方法を考え記入さ

せる。 

 

 

・事前課題の清潔行動に

関するアンケート結果

を電子黒板に提示し、個

別性（その人らしさ）を

尊重することの大切さ

を伝える。 

・４人１組の５グループ

を作成し、患者の状態

に応じた最適な清潔援

助の方法を考え記入さ

せる。 

 

 

・事前課題の清潔行動に

関するアンケートシス

テムでのアンケート結

果を電子黒板に提示

し、個別性（その人らし

さ）を尊重することの

大切さを伝える。 

 

まとめ 

５分 

・本時のまとめを聞

き、振り返りを行

う。 

・本時の内容を振り返ら

せる。 

 

 

（授業の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 個人で取り組んだもらった事例    ② 生徒が記入したワークシート 
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③ グループで取り組んだ事例       ④ グループで記入したワークシート 

 

（生徒の反応と課題、改善を要する点） 

 これまで対面や紙教材だけでは把握することのできなかった児童生徒１人１人の個性を

見いだすことが ICT 教材を使用することで可能になったのではないかと感じる。一人一台

端末への入力の時間をもう少し設定すればよかった。個別最適化の学習が一層推進される

よう、より良い学校環境作りを支援する必要がある。 


